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1．序　　論
　　蛋白質撮取量が創傷治癒に深V、関係を持って
いる事23）は飢に幾多の研究に：おいて示された所で
あり著者も第1篇におV・て少しく触れておいたが，
創傷治癒経過に対する蛋白質代謝及び各種アミノ
酸の効果に関しては23・　（1）e）『）・2－1）從來比較的に研究
が進められていなかった。
　　Methionineは実験的創傷の治癒を促進する事
が飯に明かにされてV・るが23）d）Tryptophane，　Va，一
line，　Lysineは殆ど効果は無V・様である94）b）。　Me－
thionineを與えると窒素の蓄積を櫓す25）点より考
えて，Methionineは他の必須アミノ酸以上に創傷
治癒に欠く可からざるものの様である。また創傷
治癒過程における蛋白質代謝に関しては現在まで
受傷淫すぐ窒素7卜衡が員になると言う26）事実以外
には殆ど知られていない。
　　著者はこの実験に：おV・てMethionine，　Gluta－
mine酸，　Cysteine等のアミノ酸，　Casein，　Gelatin
等の蛋白質及び植物性脂肪を種々の量に投減して
実三二糖尿病に際して創傷治癒に及ぼすこれ等の
効果を比較槍乱した。
2．実　　瞼
　1）実験の項に述べた如く1組5匹として第1．表の如
き食餌で飼育したAlloxan糖尿病動物についてその創傷治
癒1経過を比較観嬢した。
3．実瞼成績
　　1）脂肪食動物実験の成績：　第1表に示した如く食
餌は糖質，蛋白質を全く排し大豆油，食塩及びV－A，V・・B
23）　a）　Charney，　J．，　Williamson，　M．　B．　＆　Bernhard，　F．　W．　：
　　Science，　105，　396　（1947）．
　b）　Harvey，　S．　C．　＆　Howes，　E．　L．：　Ann．　Surg．，　91，
　　641　（1930）．
　c）　Varco，　R．　L．：　Surg．　Gynee．　Obst．，　84，　611　（19，　47），
　d）　Locario，　S．　A，，　Morgan，　M．　E．　＆　Hinton，　J．　W．　：
　　Surg．　Gynec．　Obst．，　86，　5S2・　（1948）．
　e）　Cotui，　Wright，　A．　M．，　Mulholland，　1．，　Barcham，　1．
　　　＆　Breed，　E．　S．　：　Anni　Surg．，　119，　815　（1944）．
　f）　Tompson，　W．　D．，　Ravdin，　1．　S．　＆　Frank，　1．　L．：
　　Areh．　Surg．，　36，　500　（1938）．
　g）　Munro，　H．　N．　＆　Chalmers，　M．　L．　：　Brit．　，T．　Exp．
　　　Path，，　26，　3・　96　（1945）．
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　h）　Croft，　P．　B．　＆　Peters，　R．　A．：　Nature，　155，　175
　　（1945）．
24）　a）　Madden，　S．　C．　＆　Clay，　W．　A，　：　」．　Exp．　Med．，　82，
　　65　（1945）．
b）　Morris，　H．　B．，　Dubniek，　C．　S．　＆　Dunn，　T．　B．　：　J．
　Nat．　Caneer　lnst．　5，　271　（1945）．
25）　a）　Miller，　L　L．　：　」．　Biol．　Chem，　152，　603　（1944），
b＞　Brush，　M．，　Willman，　W．　＆　Swanson，　P．　P．　：　」．
　　　Nutr．，　33，　389　（1947）．
　 　Allison，　」．　A．　＆　Seeley，　R．　D．　：　J．　Nutr．，　33，　361
　　（1947）．
26）　a）　Koop，　C．　E．，　Drew，　J．　H．，　Riegel，　C．　＆　Rhoads，　」．
　　E．：　Ann．　Surg．，　124，　1165　〈1946）．
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のみとした。窒素平衡，蛋白質撮取量，尿中糖の排泄1伏況，
体霞の変化，水分代謝を図示すると第7，S図の如くである。
脂肪四脚與と共に窒素照臨は極度の員の状態となり体重も
iiと共に減少した。水分代謝もこれとJ’，F行に低下，受傷翌
HよりAceton－body臆を尿中に槍出，4i－i目に各例とも相
・続いて死亡，治癒経過は観日出來なかった。この間尿中糖
の排泄贈は一進一退殆ど変化なく推移した。
　　2）低蛋白食動物実瞼の成績：　第1表に示した如く
脂質を主体としこれに500mgのGlutamine酸，　IOOmg／kg
のCysbine，食塩及びV－A，　V－Bを興えた。窒1素平衡り尿
中糖の排泄，蛋白質撮取：量，体重の変化，水分代謝を図示
すると第9，10図の如くである。低蛋自食投與と共に窒素
平衡は高度の員の状態を示したが漸次恢復受傷により再び
員となり，8目目に至り終にアセトン体の排泄を見たので
直ちに標準食10gを投興，逐次減量して3g投與を継続し
た。窒素亭衡の恢復は遷延し約2湿間を要した。尿申糖の
排泄は一博軽減したが以後低蛋白食投越前よりも寧ろ高度
となり耐平和の低下を思わせたK－XX。　この開体重の減少は
約20％にも及んだ。水分代謝は一時低下じたが標準食3g
投書開始．以後術前の珊凡態に戻った。．
　　3）高蛋白質蠕動口実．瞼の成続：　第1表に示した如
　く蛋自質補給源としてCaseinを選びこれに標準食の10　g
を加えた。窒素ZF衡摂，中糖の排泄，体重の変化，蛋白質撮
取量，水分代謝を図示すると第11図の如くである。窒嚢
平衡はAIIoxan醇乎援極度の員を示し受傷後も動揺著しく
8il目凹より漸く安定し，窒素蓄積が見られた。撮中市の
排泄は軽度の減少を示した後大体一定で経過した。体重は
殆ど窒素浮衡の変化とは無関係に，Flを並って増加初期の
体重に比べその20％にも及んだ。蛋白質撮取量は受傷痔
軽度の滅少を示した．以夕山殆ど変化は見られなかった。水分
代謝については犀量が至当減量して正常値に近づいた以夕ト
は著明な変動は見られなかった。
　　4）Metbionine食動物実験の威績＝　第1表に示し
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た如くAIIoxan動物標準食に30　mgのMethionine’x“xec’一x・を
加えたものを興えた。窒素IZF衡，尿中糖の排泄，蛋白質撮
取量，体重の変化，水分代謝を図示すると第12，13図の如
．くである。窒素平衡は受傷と共に員の状態となり12H目
頃よ砂上昇を始め逐次恢復した。尿巾糟の排泄は途申幾分
の変動は見られたが概ね一定に推移した。蛋白質錆取量は
概して軽度の減少が見られた。二って体重も窒素亭衡の変
動につれて約10％の減少を示し実瞼の終期に恢復の徴候
を示して來た。水分代謝に関しては軽度に減退の模様が見
られた以夕卜，特1別の変化は見らオしなかった。
一N Arll　Ace七〇n－bodyのiQ　lI1はGerhardt剣法（敏度0．07
　　％）を用いた。脂貿の撮取に対して糖質の詐取少い博，
　糖尿病の場合ケトン症を坦し，体内に蓄積してアチド
　　一一ジスを起して掛ると言われている。この実験の如く
　抗ケト源物質たるアミノ酸を全く排した食餌歪與えた
　場合肝臓におけるケトン体生成が増大し，重症アチド．
　　一ジスによる死亡を來す艀も当然考え得べきことであ
　　る。甲州春壽；医学叢警‘‘生化学編”，145，156）．
＊’　Janes，　R．　G．　＆Prossor，　M．　：　Am．　J．　Physiol，　151，
　　5Sl－7（1947）；　Mackler，　B．　＆　Quest，　G．　M．　：　Proe．
　　So3．　Exp．　BioL　Med．，　71，　410一］2（1949）；　Bornstein，
　　J．＆Nelson，」．　F。：Med．　J．　Aust．ユ（1949）；Burn，
　　J．　H．，　Lewis，　T．　H．　C．　＆．Kelsey，　F．　D．　：　Brit．　Med．
　　工，2，752－53（1944）彼等によれ．ばケ1・ン尿を目標と
　　して1週間毎に食餌中の脂質を増量すZしば糖尿病が1脛
　　快し丁重の増加を下し，またこれはグリコーゲンとな
　　つて利用されると蓮べているが著者の場合実瞼的の失
　　敗による爲めと思われるが，粧尿病状態の改善は見ら
　　れなかった。
aceet　Martinez（1946），　Houssay＆Martinez（1947）に」：れば
　　低蛋自食そのものが糖尿病を増悪せしめると述べてい
　　る（British　Med．　J．（4730），50δ一10（1951）．
鞭鞭Cystine，　Cysteineと共に含硫アミノ酸であるが硫化
　　鉛反感を呈さない。そのメチル基は体内のメチル化反
　 雁に用いられる。　食餌：中100gについて1000～1500
　　mgを含有すれば完全に脂肪肝を防ぎうると言われて
　　いる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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　　5．．Gelatin食動物実瞼の威績：　第1図に示した如
く蛋白質補給源としてGelatinを主体に興えたva。窒素平
衡，尿中糖の排泄，蛋自質辮取量，体重の変化，水分代謝
を図示すると第15，16図の如くである。窒素準衡は受傷後
の頁の｝1犬態からの恢復が比較的に早く5乃至7Hで大体術
前の線に戻った。尿中糖の俳泄に関しては特別の変化は見
られなかった。蛋自質糟取量は軽度に減少の傾向を示した。
体重も窒素蓄積の減少に俘い10％前後の減少が見られた
が，実験終期にやや恢復の徴しを示した。水分代謝におい
ては差したる変動は見られなかった。
　　6．創傷治癒経過：　本実験における治癒係数を算
声撒，図示すると第16図の如くである。即ち縦軸に治癒
係数，横軸に経過日数をとると低蛋白質食実験動物の経過
は初期における治癒が非常に遅れたが概ねAUoxan動物の
経過に匹敵した結果を示した。しかして高蛋隔心実験動物
の経過はこれと比べて遙に頁好で殆ど対照実瞼動物のそれ
に一致する結果を示した。Methionine瓜実瞼動物の経過
は上記2群の中間に位し，Gelatin食実験動物の経過が最
低位を示した。この実験においては実瞼終期における経過
不頁が特に目立つた桟である。次に治癒に至る迄の経過i1
数であるが上位⑱3群のそれが12乃至15iiであるのに対
して下慨3群のそれは15乃至18Hを要した事は注目に値
するものと思われる。
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第17図
燃焼過程は第17図の如く要約される。　即ち糖質
は焦性葡萄酸を経て脂肪酸はβ一酸化により，また
アミノ酸は酷酸に導かれ，この酷酸がオクザロ耐
酸と縮合して絢構酸に導かれ，脱水素及び脆毅酸
過程によりa一ケトグルタFル酸，旧記酸等を経て
オクザロ酷酸に導かれ，結果としてこの問に酷酸
は淡酸及び水素に分解された事になる。この水素
一は水素受容休即ちピリヂン酵素，フラビン酵素及
びチトクロー．ム系により受容され且つ傳：蓮されて
途に酸素と結合して水となる。この燃焼過程の殆
どすべてが細胞原形質中のMitochondriaにおいて
二二されるのであるが，　ここに注Uすべき事は
Mitochondriaが脂肋酸を完全に炭酸と水に分解す
る能力を有するに反して糖質を直接燃焼せしめ得
ない事である。糖はMitochondria以外の細脂原形
質中に存する解糖酵素祥により焦性葡萄酸に導か
れた後初めてMitochondriaにより燃焼可能となる
のである。即ちこの機構に基づけば生休内におい
て脂肪は燃料として糖に優先するものなる事が考
えられる。同位元素を使用せる実験によれば脂肪
酸は糖よりも優先的に燃焼されるのみならす，休
内に揚取された糖はその一部分のみが肝，筋肉及
びその他の紅織留に糖原として補充され，大部分
の糖ぽ直ちに脂肪酸に導かれしかる後脂肪紐織中
に貯えられ或いは燃焼されることが示されてV・る。
’X’ d要アミノ酸であるトリプトフアン，チロシン，シス
　チン，メチオニンを欠き栄養的慣値：にとぼしレ・。
一ve’ve 諱z篇“実瞼”の項滲照。
deNN図中Alloxandiabetesとあるのは標準食投與の糖尿病
　　動物における成績を示す。
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　　土即せる燃焼過程には多数の種々なる酵素系
が二二しており，その大部分は主として　Mito－
chondria中に包含されており，また補酵素として
種々の金馬イオン，ビタミン等が関珍している事
も明かにされているが，なおこれに加うるにオク
ザロ雌紐がすべての基質の燃焼に際して必要であ
る事が注rlされねばならない。紅織が絶えず一定
量の糖原を含み，血糖値もまた一定に：保たれてい
る所以の一つは糠がオクザロ酷酸を供給し得る点
にあると考えられる。即ち脂肪酸の燃焼に：は一定
量のオクザロ酷酸を必要：とし從ってまた一定量の
・糖を必要とするのである。なおこのオクザロ響動
を直接供給し得るアミノ酸としてアスパラギン酸
及びグルタミン酸が挙げられなければならなV・x。
　　なおこの燃焼過程は更に種々なるホルモンに
より支配せられ，体のエネルギー要求量に相癒し
得る様に調節せられている。Insulinは糖が焦性葡
萄酸を経て酷宇戸レ・は脂肪酸に導かれる過稚を良
好ならしめる作用を有し，從ってこのホルモンの
欠乏のかかる利刑を停止せしめる。，從つで面し麗麗
が昂進し糖はすべて尿中に排泄される。斯くして
エネルギー源として動物は体内に既に蓄積されて
いる脂肪及び鼻取された脂肪に主1として依存する
事となり，なお不充分の場合には蛋白質を消耗す
る事となる。糖の利用が停止されてv・る秘めにオ
クザロ酷酸の供給源は主として蛋白質中のアスパ・
ラギン酸及びグルタミン酸に依存される。
　　Alloxan動物はまさに上述せる歌態にあるが
故にエネルギー源として充分な脂肪量の投與並び
に窒素21二衡を保つに充分な高蛋自質食の投興がそ
の症欣を軽快ならしめ，創傷治癒の経過を良好な
らしめる事・が推測せられるのであるが，かかる
AllOxan動物が健常動物に比肩し得る良好なる創
傷冶癒経過を認めたる事は極めて注口に値する事
実であろう。　即ちInsulin欠乏により糖の利用が
停止されたA110xan動物においても充分なる脂肪
並びに蛋自質の投輿は動物を健康に保ち得る如く
思われる。しかしながらこの栄養揖取が不充分で．
ある場合にAlloxan動物が如何に三二し，その創
傷治癒過程が如何に影響されるか，また蛋白質の
中でどのアミノ酸が創傷治癒に意義をイ∫するであ
ろうか。これ等の点について以下各実験毎に些か
槍討を加えてみる。
　　1）脂肪食実験：標準食20gの投輿からグ
ルタミン酸200　rngを含む脂肪食のみに切替え4
日後には脂肪食のみとしたが尿中窒素の排泄は減
少せす，窒素『三尉は極度なる員の駄態を継続し慎
重は減少しつづけ途に死に至った。また死亡3n
前からぽ高度のアセトン尿が槍出された。斯くし
てこの場合には創傷治癒過程を追求し得なかった
が，AIIoxan動物が蛋白窒素の節約作用を有しな
い事が注日された。抑々健康動物は不可欠アミノ
酸以外のアミノ酸を体内におv・て他のアミノ酸よ
り合成しうる能力を有し，また低蛋白鼠食におい
ては尿中窒・素の排泄を極度に低下せしめる事によ
り可及的に窒素2卜衡を保たんとする能力を有して
いる。　この事はBornsteinL’7）等により発見され，
　　　　　　　　　　　　　　　　よアミノ基縛移と密接な関連を有する。これはグル
タミン酸，アスパラギン酸及びアラニン並びに夫
々の粗当するケト酸であるα一ケトグルタール酸，
オクザロ酷酸及び焦性葡萄酸が主役を諺軽するもの・
で，例えば次の如き反旗である。
　　　グルタミン酸十焦性葡萄酸
　　　　；ごα一ケトグルタール酸十アラニン
　　また他の多数の可欠アミノ酸が同様の機傳に
参輿している事が認められている、Alloxan動物
が窒素の節約作川をイ∫しない事実は嬉の利用の停
止の爲め焦性葡萄笹下の他のケト酸を供給し得す，
從ってアミノ基縛移を行い犯ない点にある事が博
く示唆せられる。
　　2）低蛋白質食実瞼二本実験は初めグルタ
ミン酸。「OO　mg及びチスチン100　mg／kgを含む脂
肪食を興えたもので前実験と同様に窒素2卜衡1ま高
度なる員の並並となったが，漸；次恢復の瓶態を示
eeこのオクザロ酷酸の供給が不充分な場合には酷酸は膚
　　らが縮合してアセト引目となり，いわゆるアセトン体
　　の集積を來すのである。
27）　a）　Janes，　R．　G．　＆　？rosser，　M．　：　Am．　」．　Physiol．，　151，
　581－7　（1947）．
b）　Bornstein，　J．　＆　Nelson，　J．　F，　：　Med，　」．　Aust，，　1，
　1216　（LgC9）．
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　した。これは添：加せるアミノ酸の影響であり，特
　にグルタミン酸がオクザロ酷酸供給源として蛋白
　質の消耗を瞠る程．度抑制し得る事によるものであ
　ろう。　受傷後再び員となり8「1口にアセトンf暦
　が尿中に槍出せられるに至ったので前記の経瞼に
　徴してこれを低蛋白質食に切替えたのであるが，
　斯くして概ね対照Alloxan動物に1匹敵し得る創傷
　治癒経過を見たる事実は投與アミノ酸が一定の’効
　果をイfしてV・ることを示すものであろ．う。チスチ
　ン2Sは休内の酸化，還元系に関係して重要な意義
．を有し種々の酵素四丁の調節’に関與し，また脚ノk
　病に若干の治療効果を有じ9），休内で酸化される
　時にはSulfate－grQup鞭を生じ倉［1傷治癒を促進する
　と言われている：lo）。
　　　3）融蛋白質食実験：　Alloxan動物は前蓮；
　せる低蛋白二食実験において明かな如く窒．素排泄
　を調節する能力を欠き，即ち蛋白貿を経済的に利
　川し得ないが故にその健康を維持する白めtこは健
　康動物に比して，より高度の蛋白質を必要とする。
　本実験に：お・いて蛋自画給源として使議せるCasein
　はTryptophan，　Methionine等の重要なアミノ酸
　を多景に含有し，生物学的に領値の高い蛋白質で
　あり，Alloxan動物においてもこの蛋自質の大量
　投輿により充分窒素ント衡を維持し体重を塘：JIIIせし
め得た：ll・）が，また創傷治癒の経過も健康動物のそ
れに：上ヒ辛し得る好尉1果を得られた事は前述する如
くである。
　　4）Methiollille食実験：　さてAlloxan動物
におV・ては特に高蛋白食がその健康を維持し，且
つ創傷治癒経過を良好ならしめる上に重要である
事は前売；せる実験により明かにされたが，蛋白質
のどのアミノ酸が特にこの機縛に関與するもので
あろうか。AIIoxan動物においては糖の利！．llが停
止されているが故にこの機能を代替する，べくグル
タミン酸或いはアスパラギン酸を特に大量必要と
し，これ等のアミノ酸投與により成る程度絶望質
を節約し得ること，從ってまた創傷治癒を良好な
らしめ得る事は実験（2）により立証されてV・る。
しかし創傷治癒過程に特に：重要な意義を有するア
ミノ酸として前述せる如くMethionineが注口され
てお・り，Alloxap動物におV・てもMethignine燃
が創傷治癒過程を良好ならしめ得る事が本実験に
おいて示され得た。MethionineはMethyl基1面戸
によlp　Cholineを生成し自らはHomocystineを経
てCysteineに導かれる糟撒。前者は糖尿病におV・
て塘上せる脂肪酸の利用を良好ならしめ）一　．tしばし
ば発生する脂肪肝を防ぎ32），後者はそのSH－group
により生体内の酸化還元系に関々することにより
ee吉川春岡：医学叢害‘‘生化学編”145（1949）によれば，
　　F，C，　Pをそれぞオし食物中の脂肪，糖質，引墨質とする
　　とF＞2C＋疹Pの場合アセ1・ン体を発生すると逃べら
　　れている。
2s）Cys七ineに関しては上記の夕卜200m∫／100g　dietの投與
　　によりantilipotropic　effLee七があり（Treadere11，　C．　R、：
　　」．Biol．　Chem．，176，1141－7（1948））またAUoxanと同
　　時に注射せられた時にはこれを選元してnon－diabeto－
　　genicのdialuric　acidにし，これが再生せられてAl－
　　loxanになる速度を緩徐にし七糖尿病になりにくくす
　　ると云われている（Pa七terson，　A．1」．　W，＆Levey，　S．：
　　Scienee，　108，　30S－9（1948）；Patterson，　J．　W．　＆　ete．：
　’J．Biol．　Chem．，177，197－204（1949）），これ等の事が本
　　実瞼成績に何等かの影響を及1ましている・’拝も’－考えられ
　　る。
29）Houssay，　B　A＆Mar七inez，　C．：Rev．　Soc，　Argent．
　　Biol．，　24，’63－72　（194S）；　Compt．　rend．　Soa一，　Biol，，
　　142，　1167－9　C194S）．
30）　Mitchell：　A　Textbook　of　Biochemistry，　o”OO　（1950）
撒MetbiOnine；ゴHOmOeyS七ine
　　i　一　Redueed　G！utathione　＝　Oxidized　Glutathione
　　CysteineごCys七ine
31）　a）　Co　Tui，　F．　W．　：　BulL　N．Y．　Acad．　Med，，　21，　63・　F55
　　　〈1945）．
　b＞　Catbbertson，　D．　P．：　Proc．　Nutr：　Soc．，　4，　185－97
　　　（1946）．
　　　　　　　　　還元　　　　　　　　　メチル化
wwt　H，N・CN，　COOH　一，　H，N・CH2　CHL，・OH　e　（CH？．）3
　　　　　　　　　　　　　　　ethanol　　　　ammoglycine
　OH　ロ≡NCH2CH20H　choliエ1e
32）　a）　Treadwell，　C．　R，，　Herbert，　C．，　Tidwell，　H．　C．　＆
　　　Gagt，　」．　H．　：　J．　Biol．　Chem，，　156　（1），　237－C1944）．
　b） A Tex’tbook　of　Biochem．，　456－7．
　c）　Treadwell，　C．　R．　：　J．　Biol．　Chem．，　176，　1141－7（1948）．
　d）　Rath，　J．　S．　＆　Allison，　J．　B．　：　Proc．　Soc．　Exp．　Biol．
　　　Med．，　70，　327－30〈1949）．
i　ni　’X　Treadwell，　C．　R．，　Gi’oothuis，　M．，　＆　Eckstein」　H・　C・　：
　　　」．　Biol．　Chem，，　142，　633　，〈19d2）．
　　　Jaekson　＆　Block　：　」．　Biol．　Chem．　9g．　，　465　（1932）　；
　　　Seienee，　74，　414　（1931）．
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種々の酵素機能を調節し，また更に酸化を受けて
創傷治癒に好結果をもたらし得るSulfate－groupを
生するアミノ酸であって，この点におV・て本実験
の成果は創傷治癒機聴に関して多くの示唆を與え
るであろう。
　　5）Gelatin食実瞼：　これは標・準食餌中の
Caseinを減じ蛋白質窒素の含最が同量となる如く
にGe！atinをヵllえたものを與えた。治癒経過は本
実瞼を通じ最下位を示し或る種の必須アミノ酸を
欠くGelatinが生物学的に領値の低V・ものである
事を示している33）。蛋白質の概取量のみが治癒’の
良否を左右するのではなく，命取アミノ酸の種類
如何もまた重要なる因子となっている事は上述の
Methionine食実験及び本実験における蛋白撮取量
を比較する事によって明かとなる。即ち受傷後治
癒に至る迄の両実瞼動物の蛋白質撮計量を示すと
第2表の如くである。Methionine食動物の四丁量
がGelatin食動物のそれに比し遙かに劣っている
に拘らす，治癒i率に：拾いて上位を占めている事は
この岡の事情を物語るものと言えよう。
第2表
Methionine
No・　21 No．　39
23．27　g’ 24．15　g
Gelatin
No．　25 No．　32
33．19　g 35．02　g
5・　小　　括
　　1）　5群に分けた25匹の成熟白鼠を使用し，
糖尿病に際しての窒素平衡，尿中糠排泄歌心の変
動，休重の変化，蛋白質揖取量，水：分代謝歌況，
創傷治癒経過につv・て栄養学的見地より比較観察
した。
　　2）脂肪食実験及び低蛋白質食実験により・
Alloxtan動物に：おいて窒素を節約する能力即ち蛋
白質を経済的に：利用する能力が極めて低下してv・
る事を認めた。しかしてグルタミン酸がある程度
蛋白質を節約し從ってまた創傷治癒過程を良好な
らしめ得る事を認めた。
　　3）高蛋白質食がAlloxan動物の健康を維持，
し創傷治癒を．良好ならしめ得る事を確認した。糖
尿病においても充分栄養的考慮を彿うならばその
健康を維持し，創傷治癒もまた健康人に比肩しう
る歌態にもたらし得るであろうと思われる。　　　．
　　4）夏にMethionine食実験及びGelatin食詰
駿を通じて創傷治癒過程には蛋白質の量のみなら
すその生物学的の翻心の高低もまた重要である事
が注口された。特にMethionineが創傷矛台癒過稚
に特殊の意義を有する事が示された。
　　5）窒素ユ1三衡はAlloxan注射後及び受傷後，
員となり1乃至2週聞を経て恢復経過した。．
　　6）尿中糖の排泄は高蛋白質食実験動物にお
いて軽度の減少が見られた外概ね変化はなかった。
　　7）蛋白質馬取量はAIIoxan注射後及び受傷
後に減少を示したが実験條件以外の特別の変動は
なかった。
　　8）体重は脂肪食実験動物を除いて注射直後
より減少を始め術前の10乃至20％に及んだが実
験露営迄に概ね術前値に戻，つた。高蛋白質食動物
においては終始増：加の一途を辿りその増加は殆ん
ど術前の20％に及んだ。
　　9）水分代謝は脂肪食動物におV・ては極度に
減退し，低蛋白質食動物におV・ては注射並びに受
傷後に減退を示したが，その他の実験においては
特記すべき変動は見られなかった。
33＞　鈴木・ノ玉、旺番：　農イ七全㌃陰F第2冊「生醇勿｛ヒ学」，443－543．
　Tryptophan，　Tyrosine，　Cystine，　Methionine　Yi“，　epN
養上不可欠の重要アミノ酸を欠き栄養的野値は殆どな
V”e
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一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　　　　An　attempt　has　been　made　to　observe’　the　rate　of　wound－healing　in　experimental　alloxa，　n－
d｛abetes．　ln　addition，　nitrogen　balance，　change　of　body　weight，　suger　excretion，　and　water
exchan．cre　urere　s｛multaniousely　observed．　5　groups　of　5’　male　albino　rats　were　used・　Wounded
rats　were　kept　on　diets　containing　various　a，　mounts　of　different’proteins　and　amino　acids－
　　　　The　results　were　as　follows：
　　　　1）　According　to　the　experiments　on　high　fatty　diet　and　lovv’　protei
）2
）），
）4
）5
（??
??
）8
）9
Ac ording　to　the　experimen et　and　lo v’　protein　diet，　the．decrease　of
ability　to　utilize　the　protein　economicall．y　was　observed．　However．，　the　rate　of　wound－
healing　of　the　anlmals　fed　“Tith　low　protein　diet　almost　the　same　as　that　of　control
animals　as．　long　as　the　amino　acid　were　furnished．　・
A　methionine　diet　increased　，slightly　the　rate　of　wound－healing　in　experimentac　1　diabetes・
On　the　contrary，　gelatin　diet　decreased・
The　rate　of　wound－healing　in　the　animals　on　high　protein　di℃t’conspiciousely　more　tlian
that　in　the　control　animals・
’1’here　appears　to　be　little　relation　between　the　amount　of　protein　nitrogen　fed　or
retained　by　the　rats　and　the　rate　of　wound－healing．　However，　the　biological　valtte　of
the　ingested　proteins　or　amino　acids　appears　to　be　correlated　with　the　rate　of　wound－
healing・
　　　　　己
The　amount　ef　protein　ingested　was　almost　constant　in　each　group　throughout　the
expenments，
Urinary　suger　excretion　decreased　sl．ightly　in　the　animals　on　high　protein　diet・
Excepting　the　group　on　high　fatty　diet，　the　decrease　in　body　weight　wa，　s　10－20％　of
the　level　observed　before　the　injection　or　vtTound　was　made．
The　amouiit　of　retained　nftrogen　was　decreased’　after　the　i‘nimals　were　ii］jected　and
wounded，　but　it　was　restored　svithin　1－2　vgeelcs．
Wac　ter　exchange　decreased　marlcfedly　in　the　ariimals　on　high　fatty　diet．
’
